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EL素子の開発とそれらの特性について検討した結果について述べている。創出した 2 ， 3 の高いガラス転移温度を
有する新規アモルファス分子材料を用いることにより， 1000C以上の条件下においても素子が安定に作動することを
明らかにし，耐熱性に優れる緑色発光有機EL素子を開発している o
第 2 章では，新規青色発光有機 EL 素子の開発とそれらの特a性について検討した結果について述べているo 耐熱性
に優れる新規青色発光材料トリ (pーターフェニルー 4 ーイル)アミン (p-TTA) を用いる二層型素子が優れた特性
を示すこと，および、p-TTA に青色の蛍光色素ペリレンをドープした素子がさらに優れた特性を示すことを見いだ




材料トリス (8 ーキノリノラト)アルミニウム (Alq3) とイオン化ポテンシャル(IP) の小さな正孔輸送材料を用いた
こ層型素子において， EL発光がAlq3 と正孔輸送材料との界面で形成されるエキサイプレックスに基づくこと， およ
び素子の駆動電圧を変えることにより素子の発光色を制御できることを見いだしているo また，新規電子輸送材料1，
3 ， 5 ートリス (4 -tertープチルフェニル-1， 3 ， 4 ーオキサジアゾリル)ベンゼン (TPOB) と IP の異なるいくつ
かの正孔輸送材料を積層したこ層型素子において， EL 発光が両者の固相界面で形成されるエキサイプレックスに基
づくこと，および正孔輸送材料のIPによって素子の発光色を制御できることを見いだしているo














有機 EL 素子を作製し，それらの特性について検討を行い，これらの素子が， 100 0C以上の高温条件下において
も安定に作動することを明らかにし，耐熱性に優れる有機 EL 素子の開発に成功しているo
(2)モルフォロジ一安定性ならびに耐熱性に優れるアモルファス分子材料トリ (pーターフェニル-4- イル)アミン










材料の創出を目指して設計・合成した 1 ， 3 ， 5- トリス (4 -tert- ブチルフェニルーし 3 ， 4 ーオキサジアゾ
リル)ベンゼン (TPOB) と IP の異なるいくつかの正孔輸送材料を積層した二層型素子において， EL 発光が
TPOB と正孔輸送材料との界面で形成されるエキサイプレックスに基づくこと，および正孔輸送材料の IP を変
化させることにより，素子の発光色が緑青色から燈色に変化することを明らかにしている。
以上のように，本論文は，耐熱性に優れる緑色発光有機EL素子および新規青色発光有機 EL 素子を開発するとと
もに，積層型有機 EL 素子における正孔輸送材料と電子輸送材料との固相/固相界面における相互作用の解明と発光
色制御への応用に関して成果を上げており，有機材料化学ならびに物性化学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
-677-
